
』

は しがき

この講座は1学期に続いて臓礎解析』の内容を最近の入試問題を用いて，実

戦力をつけることを目標にしている。

ハイクラス(H)は入試問題の“標準”から“やや難”の問題

（国立理系，難関私立理系）

スタンダード(S)は入試問題の“基本”から“標準”の問題

（国立文系，中堅私立理系）

ベイシック(B)は入試問題の“基本”の問題

（私立文系）

のように選んであります。

2学期の学習は“考え方” “解き方”を完全に身につけることで， これによって

実力をアップしてもらいたい。そのためには1学期と同様に，次の点に留意して下

さい。

1．週1回の授業で時間的に少ないから，教科書，参考書などで，基本事項の確

認をしておくこと。

2．毎回4個ずつ解説するから，前もって自分で考え， ノートに解いてみること

（解けない場合は途中まででよい)。

3． 90分の講義では問題の要点をつかむことを心掛けること。

4．必ず復習して重要事項を完全に覚え込むこと。

5．理解できないところがあれば遠慮なく質問して身につけること。

以上であるが，数学は簡単に実力がつくものではない。時間をかけてコッコッ努

力することが大切であるから途中でくじけないように頑張ってもらいたい。
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言刃 』 三三角怪蜀委文

【1】次の各問いに答えよ。

仙今と．mの大小を比較せよ(理由を述べよ) 。
②sm2とsin3の大小を比較せよ（理由を述べよ） 。

(3) sinl, sin2, sin3, sin4を小さいものから順にならべよ。

別
④
②

Ｋ sinZ=sinX+sinj/, cosZ=cosZ+cosj/のとき，

2cos(冗一ツ)+1=0を証明せよ。

sin2X+sin2y+sin2Z=0を証明せよ。

－4－



a r W 壷 琴

ヤ 4

【3】 (1) sin38をsin9の式で表せ。

cos28=元とおくとき, sin(38+29)+sin(38-28)② を元の式で
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表せ。

(3) cos72oの値を求めよ。
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【4】 関数ア(")=|2sin2%+4s加妬一COS 2元－21 の最大値，最小値を求め

よ・また， そのときの免の値を求めよ。
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三角形ABCにおいて, 4A=60。であるとする。

sinB+sinCのとりうる値の範囲を求めよ。

sinBsinCのとりうる値の範囲を求めよ。

副
仙
②

Ｉ’

【6】半径Rの円に内接する二等辺三角形ABCの底角をβとするとき

(1)AABCの面積Sおよび周囲の長さIをRとβとを用いて表せ。

②〆＝蓑§rとし， ”のとりうる値の範囲を求めよ。

－6－
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１

１

【7】半径1， 中心角が舌の右図のような扇形
がある。弧PQ上の点AからOPに垂線ABを

おろし， つぎに点BからOAに垂線BHをおろ

す。どAOP=8とおく。

(1) AH+BHをeを用いた式で表せ。

②’が0<9<舌の範囲を動くとき, AH
の8を求めよ。

O B P

AH+BHの最大値およびそのとき
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【8】 円C1 : (x+へ/r)2+y2=1上の動点pと， 円C2 : (元一､/r)2+y2=1

上の動点Qがある。 PはPo(－ﾍ/2, 1)から, QはQo(ﾍ/2+1, 0)から

同時に出発してともに秒速1で反時計回りにそれぞれの円周上を1周する。

(1)原点oからの距離oP, oQが等しくなるのは，出発何秒後か。また， そ

のときの距離OPを求めよ。

②3点○, P, Qが出発後初めて同一直線上になるときのP, Qの座標を求め

よ。
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g2－ 才旨委文慢蜀委文一女寸委文唇ヨ委文

【9】次の問いに答えよ。

(1) d, b, c, x, y, zは正の数で， α≠1とする。 α"=by=czと

ワ
ニ
ｚ

一
一

１
－
ｙ
＋

司
上
一
元

が成り立つとき, Cをα, 6を用いて表せ。

②実数元, j/, Zの間に2"+!+3'-5"=10, 2"+3+3'+5‘ゃ'=58なる

関係があるとき，

①2エのとりうる値の範囲を求めよ。

②4¥+3'+!+5ユのとりうる値の範囲を求めよ。

【10】次の問いに答えよ。

(1) 元＞1で, 10g2X=10g3j/=lOg4Z=lOg5Z(ノのとき, "r,

の大小を比較せよ。

②α2＜6＜α＜1であるとき，

］･帥logbq,1og｡号log6号耆
を大小の順に並べよ。

l

jﾉ了，
I

Z可，
1

脚百

－8－
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1<a<6<(z2<100を満たす整数α， bが有理数となるもbの組で1ogq【11】

のをすべて求めよ。

【12】 0＜元く1として’不等式

logx(3X2-10X+7)≧2

を考える。この不等式をみたすすべての元

元2－2α元≧1

が成り立つようなαの範囲を求めよ。

(0＜元＜1）に対して，

－9－
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【13】 0＜α＜6とする。 α， 元, ", 6はこの順に等差数列であり， α， 狸，

fj, 6はこの順に等比数列である。

（1） 元， ツ， 皿， Uをαとbで表せ。

②不等式元+y>tj+〃を証明せよ。

【14】 たが正整数で2と－1が素数であるとする。 α＝2‘-1（2心－1）のすべての

約数(1とαを含む)をα1， α2，……， α”とするとき，
、

①ヱα‘を求めよ。
j ･ロI

②量坐を求めよ。
j－1 ai

／

-10-



【15】分数を次のように並べた数列を考える。

1 2 1 3 2 1 4 3
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(1)芸は初めから数えて第何項目にあるか。
②初めから数えて第666項目にある分数は何か。

③初項から第666項目までの和を求めよ。

Ⅲ自然数刀に対して3.-歩と3．.！一ユー3".！
とするとき，次の問いに答えよ。

（1） α”を刀の式で表せ。

②s"=*+fr+*+……+_Lを求めよ。α耐
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ｉ
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ｉ
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【17】 a！＝1， α”+!＝2，/万~胃（刀＝1,2,……）で定まる数列{α”}がある。

b"=1og2Q" (72=1,2,……）とするとき

(T) 6"+!をb"を用いて表せ。また64を求めよ。

（ｲ）数列{6”}の一般項を求めよ。

（ｳ） α”＞21 ．98となる最小の刀を求めよ。 log,02=0.3010とせよ。

【18】 a！＝0， α2＝1， α”や,－2α”＋α”-1＋3＝0 （刀＝2,3,……）で定義

される数列の一般項α”を求めよ。

-12-
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【19】数列{q"}が漸化式q"､1==票芳(7z=1,2,……･),a!=0で与えられて
いる。このとき，次の問いに答えよ。

(1) 〆=誓多の2つの解をα, β (α>β)とする｡いまル｡=旦皇ユα”－β
とするとき，数列{b"}は等比数列となることを示せ。

②α”を求めて， α”＜αであることを示せ。

【20] 2つの数列{q"}, {6"}が次の関係式

d,=2, 6!=1, (z"+,=5a"+36"+7, 6",.,=3d"+56"

（刀＝1,2,3,……）

で定められているとき， 一般項α”’ 6”を求めよ。

-13-
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【21】数列{q"}を, cz ,=1, q"､'=g表睾g(7I=1'
（,） α”令!＜α”’ 0＜α”≦1 （刀＝1,2,……）を示せ。

(刀＝1,2,……）によって定める。

②数学的帰納法によ･て‘"≦声(7z=1,2,……)を証明せよ。

ー

【22】 αl＝3， α”2＝（刀十1）α”+,＋1 （刀≧1）

で定義される数列{α”)の一般項を求めよ。

-14-
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【23】 刀を自然数とする。すべての正の数α】， α2， ……， α”に対して，不等式

（a！＋α2＋……＋α”)2≦刀（α12＋α22＋……＋α”2）

の成立することを数学的帰納法により証明せよ。また，等号が成立するのはどの

１
１

ようなときか。

【24】 刀が自然数のとき，次の不等式が成り立つことを証明せよ。

〃ｱFFT-'<'+"+､+……+万帯=〒<､/両
’
1

-15-



g4．微ラヨー法

【25】①元に関する整式f(")が（元一α)2で割り切れるための必要十分条件

は， f（α）＝0， ア'（α）＝0であることを示せ。

②刀を自然数とするとき，整式/"(x)=g"x"+'+6"%"+1が（節－1)2

で割り切れるようにαm, 6,,を定めよ。

③②のアロ(ズ)を（元－1）2で割ったときの商を求めよ。

【26】 ツー元3上の異なる2点をP(a, q3), Q(6, 63)とし, Pにおける接

線とQにおける接線が音の角をなすとする。
(1) αと6の間の関係式を求めよ。

②このような2点が存在するαの範囲を求めよ。

-16-



【27】関数ア（元）＝α兎3＋6匁2＋箕十1が極大値をもたないためのα，

件を求め， その条件を満たす点(α’ 6）の範囲を図示せよ。

6の条

【28】関数ア(Z)=Z4+b"3+6α勇2－4α2元が極大値をもち， さらに，

エーαで極小値をもつとする。

（1） α≠0であることを示せ。

②6をαで表せ。

③αのとりうる値の範囲を求めよ。

-17-



【29】放物線ツーズ2の法線で点(Q, 6)を通るものが少なくとも2本存在する

ために, d, 6が満たすべき条件を求めよ。ただし，曲線の法線とは， その曲線

上の1点でその点における接線と直交する直線のことである。

【30】関数ア(x)=|x3-3(z2"| の0≦元≦1における最大値M(a)2

よ◎ただし， α≧0とする。さらに，〃(α）を最小にするαの値を求めよ。

0≦元≦1における最大値M(a)を求め

-18-



’

【31】方程式2x3-3X2-12ズーp=0が異なる3つの実数解α， β， γを

もっとき，次の間に答えよ。

（1） 実数pの値の範囲を求めよ。

②α＜β＜γであるとき， α， β， γの値の範囲を不等式で表せ。

Ｉ
●
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
１
１
Ｊ
４
り
Ｑ
Ｕ
ｌ
■
■
Ｕ
ｒ
４
仏
■
■
■
ｇ
■
●
且
■
Ｂ
Ⅱ
０

【32】点(α’ 2）を通って，曲線ツー元3－3元2＋2に接線を引く。接線が1本

引けるようなαの値の範囲はげコである。また，接線が2本引けるようなαの

値は田である。
’
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g5．積ラナ法

【33】 元が実数のとき3数5冗， －3勇2＋6瓦， 元3－2兎2－3ズの最大値を

M(x)とする｡/:M(%).%を求めよ。 ’

【34】三次またはそれ以下の任意の整式f(x)=α冗3+6Z2+c"+dに対して

，ねに〃z)d"="/(s)+Uf(r)
が成り立つような定数狸, ", S, rを求めよ。ただし, S<rとする。

－20－



。P

ゲ，●

2-l t l (| r l≦2)
について，

0 (| r l>2)｛【35] rの関数f(r)=

〃′+%)‘′のグﾗﾌをかけ。jﾉー瓦の関数

【36】 元の整式ア"(冗） （刀＝1,2,3,……）が, f!(x)="2+2元－2,

災｡′ﾊ('}‘‘を満たすものとする。元2ブ”+,（労）一元3＋ズ2＝

f2(")を求めよ。

f"(x)は元の2次式であることを示せ。

f"(")を求めよ。

①
②
③

I

’

21
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【37】放物線CI:y=q2Z2+6X+cの上の点pから

放物線C2 : j/=(Z2"2+6%+d (ただし, c<d)

にひいた2接線の接点をQ, Rとし，線分PQ, PR,および放物線C2で囲ま

れる部分の面積をsで表す。

このとき, Sは点Pの位置に関係なく一定であることを示せ。

【38】 2つの曲線ツー元3一元とツー兎2－a （α＞0）が1点pを通り, Pに

おいて共通の接線をもっている。

（1） αの値を求めよ。

②2つの曲線で囲まれた部分の面積を求めよ。

-－22－
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【39】 ブ（”）＝元3－節2とする。曲線ツ=f(x)上の点A(1,0)における接

線が再びこの曲線と交わる点をBとする。曲線ツーα元2+6"+cと

曲線ツ=f(x)が点A, Bを共有し，更にAとBのあいだにもう1つの共有点

をもつとき， この2曲線の囲む部分の面積を求めよ。また， その面積が最小とな

るようにα, b, cを定めよ。

【40】 ズツ平面上に，海を隔てて2国A, Bがある。Aの領土は不等式

元2＋（ツー7）2≦4で表される領域であり, Bの領土は不等式ツ≦0で

表される領域であるという。

いまAの領海を次の3条件①，②，③を満たす点P全体の集合と定める：

①Pは4, Bいずれの領土にも含まれない。

②PとAの領土との間の最短距離は4より小さい。

③PとAの領土との間の最短距離は, PとBの領土との間の最短距離より

小さい。

Aの領海の面積を求めよ。

－23－
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【41】 元yz空間における底面の半径1，高さ2の直円柱

7､={(x, j/, Z) :Z2+y2≦1, 0≦Z≦2}

を考える。

いまTの上底{(x, y, z) :"2+y2≦1, z=2}の直径

{(", j/, Z) :z2+j/2≦1, z=2, y=0}を通り, Z軸と45度の角を

なす2．つの平面をα， βとするとき, Tのαおよびβの下側にある部分の体積

Vを求めよ。

【42】曲線C:y=x2-4に点P(2, －9)から2本の接線をひき，接点を

それぞれQ(q, 6), R(c, d) (ただし, a<c)とする。このとき，次の間

に答えよ。

(D (z , 6, c, αを求めると

α＝－｢~デー], 6=-rﾌr~1, c=仁五ｺ, d=匡コ

となる。また，接線PQの方程式は

ツー一｢~牙可ズー[一万司

であり，接線PRの方程式は

jj=E竿〒.”一F了－1

である。

②2本の接線PQ, PRおよび曲線Cとで囲まれた図形を， ツ軸のまわりに回

”してできる立体の体積は号"である。
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【43】 2点A(1, 1, 0), B(0, 2, 1)を通る直線を／とする。

（1）線分ABをす : (1－す）に内分する点Pの座標を求めよ。ただし, 0<r<1

とする。

②Pからz軸に下した垂線の足をQとするとき，線分PQの長さをrを用いて

表せ。

（3） 直線Iをz軸を軸として1回転した曲面と， 2平面z=0, z=1とで囲

まれた立体の体積を求めよ。

【44】直線望一二=LLg=z+,に接し， 中心が(0, 0, c),半径が1の球
－2 2

sがある。平面－2元十6ツー3z-2=0により分けられる球sの2つの部

分のうち，大きい方の体積を求めよ。ただし, c>0とする。
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総→合2寅習（1）

【45】方程式(log,0(α元)-1)(log!0(α元2)-1)=16の解がすべて1より大

きいとする。このとき，定数αのとりうる値の範囲は

［三二二ｺ<q<10E二コである。

【46】次の関係式で定義される2つの数列｛α・} ， ｛6”｝ （刀＝1,2,……）がある。

.:-.-&MII-IH)(::)
このとき，次の間に答えよ。

（1） α”2－26”2を求めよ。

〃一安〉〃一万一両
一一 α、＋I

’②不等式 が成り立つことを証明せよ。
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冒
巳
召
■
ロ
■
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■
■
０
０
口
■
二
■
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■
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ｑ
Ｂ
ｇ
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Ｉ
１
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ｄ
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０
ｄ
■
０
‐
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０
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Ｑ
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【47】曲線ツー元3－3元2をCとし， 元座標が－1およびpであるC上の点を，

それぞれA, Pとする。直線APに平行なCの接線が－1<x<pで， ただ

1つになるような, pの範囲を求めよ。

可
、
旬
０
■
８
０
１
０
．
０
Ⅱ
１
０
１
ｒ
１
日
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
４
且
祁
、
１
８
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ｂ
ｉ
１
ｌ
９

●
１
１
１
．
１
１
１
１
ｉ
●
１
１
１
１
１
１
‘
７
，
・
‘
●
１
．
１
１
１
．
●
０
●
●
０
．
‐
‘
’
‐
‘
，
‐
’
’
１
●
１
，
‘
１
，
‐
‐
！
，
‐
．
！
‘
．
‐
！
‐
．
‐
ｌ
ｉ
，
‐
ｉ
，
‐
‐
‐
’
●
１
１
１
‘
‐
。

Ⅷ/(〆削ルー§'｡+‘' ‘‘’ &する｡ただM≦〆≦2である。

④伽-{_匡室エーニ土リョ乏眉窪彗.〕
（ｵE二ｺ≦元≦2）

②′は)は%-号で最大となり炉去｛に.+ゾﾏ己]々最小±
なる。

③元の方程式ブ（元)－た＝0の実数解(重解を除く）が，閉区間0≦元≦2におい

てただ1つ存在するための虎の範囲は， ソr一宇1＜たくﾀ[~~－}である。

●
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総合z寅習（2）

【49] 8=c･s型十伽等とするとき8+e｡+83+94=-且些十一旦』皇5 1－8廓 1－8”

を満足する自然数の組(77z, 7')のすべてを求めよ。ただし, 1≦m≦刀≦4とし，

i=ﾍ/=~Tとする。

【50】数列｛α"}， ｛6"｝ （刀＝1,2,3,……）を0<(z ,<b!,－上－=_X_+_L
α”．， α” 26”’

，‘-,-告‘"+6"で与える｡二のとき,次の各式が成り立つことを証明せよ。
(1) @Z2<62<6!

②任意の正の整数刀に対してb,,>a"+1

③2以上の任意の整数刀に対して6"<b,

■
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【51】曲線ツー元3＋α兎+bは相異なる2点P, Qを通り，点Pにおける接線

は直線ツーーズで，点Qにおける接線は点Qにおいて直線ツーーズに直交す

る。

（1）点Pの元座標をp,点Qの元座標を9とするとき, 9=-2pを証明せよ。

②α, bの値を求めよ。

【52】関数ブ（元）＝節3－3α免2＋3（2α－1）冗一α＋2の区間

－1≦元≦1における最大値は実数αの関数と考えられるので， それを

g(a)とおくとき

(1) g(Q)を求めよ。

②か(')-4'‘，を求めよ。
D1

４
１
■
■
■
可
０
■
Ｉ
ｒ
９
ｊ
■
■

６
４
Ｃ
Ｏ
ｐ
ｂ
８

］

１
１

6●
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